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1. 以下の文章が正しい文章になるように，(1)～(14)に語群

から最もふさわしいと思うものを選んで解答欄にそのア

ルファベットを記入しなさい． 
 体性感覚には(1)に存在する感覚器が圧力，振動，温度

などを感じる(1)感覚と，筋肉や関節などの位置や運動

の感覚を生じさせる(2)感覚がある． 
 インターフェースデザインにおいて，与えられた手が

かりから該当する情報を記憶から呼び起こすことを(3)
という． 

 音声合成には，電話や駅の案内など限られた内容での

合成に非常に有効な(4)方式と，音素や音節の単位をコ

ンピュータで結合する(5)方式がある． 
 ワイヤレスマイクなど(6)な電波の機器は免許が不要で

ある． 
 企業の拠点間などで安全な通信をするには専用線が一

般的だが高価である．それに代わる技術として(7)が開

発された． 
 映像配信には，受信端末とサーバが 1 対 1 で通信する(8)

キャストと，1 対 n で通信する(9)キャストがある． 
 (10)アプリケーションとは，クライアント／サーバアプ

リケーションのうち，サーバに(10)サーバ，クライアン

トに(10)ブラウザを用いたものである． 
 電話，電子メール，チャット，テレビ会議などのサービ

スを統合し最適化したのが(11)コミュニケーションで

ある．  
 リンクなどからユーザが資料請求や購買した時に広告

料が発生する形態を(12)報酬型という． 
 一般人などを装ったり，企業から依頼を受けて SNS に

投稿したりする(13)マーケティングが明らかになると，

その企業は顧客の信頼を大きく損ねる． 
 産業財産権は著作権と異なり権利取得のための一定の

手続きが(14)である． 

解答欄 

(1) (2)  (3) (4) (5) 

(6)  (7) (8)  (9)  (10)  

(11)  (12) (13) (14)  

 

語群 

A. AI B. DMZ C. FM 音源 
D. VPN  E. Web  F. 規則合成 
G. 強力 H. 再生 I. 再認 
J. 深部 K. ステルス L. 成果 
M. 微弱 N. 必要  O. 皮膚 
P. 不要 Q. マルチ R. ユニ 
S. ユニファイド T. 録音編集 

2. 伝達メディアとしての「パッケージ系メディア」と「ネ

ットワーク系メディア」のそれぞれの得失を説明せよ． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. マイナンバー制度の利点について，ICT の観点から説明

せよ． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. 著作隣接権について説明せよ． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


